
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 3年 後期 

科目名 老年看護学実習Ⅰ 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 1単位 45時間 授業形態 実習 

担当教員 北村 隆子・前川 直美・森本 恵り子・髙城 絵美 

メールアドレス t-kitamura@tsuruga-nu.ac.jp(北村) オフィスアワー 実習中、帰校日 

 

授業目的 

高齢者とのかかわりを通して、加齢が及ぼす高齢者の身体・心理・社会的

変化とそれに伴う日常生活の状況について理解する。また、その生活を支え

ている人的・物的環境との関係について学び、高齢者を尊重したかかわり方

について考えることができる。 

授業概要 

老年看護学実習Ⅰでは、地域、医療施設、高齢者施設等で生活する高齢者

への看護を実践するために必要な高齢者の身体的・心理的・社会的特徴と加

齢との関連、日常生活状況を学ぶことを目的とする。 

実習目的を達成するために高齢者施設での通所サービスおよび入所サー

ビスを受ける高齢者との関わりを持つ。 

授業計画 

１．実習施設の組織概要、および組織の目標等の説明を受ける。 

２．実習施設に通所および入所する高齢者をそれぞれ 2 日間ずつ受け持つ。 

その中で高齢者とのコミュニケーションや、食事、入浴場面等の関わり 

を通し、高齢者の特徴を具体的に学ぶ。 

３．通所高齢者の送迎に同行することで、在宅生活の実際の場面を学ぶ。 

４．日々のカンファレンスおよび最終日の全体討議を通して、実習で得た事 

実をもとに高齢者の特徴をグループ間で共有し、学習効果を高める。 

※詳しい内容は実習要項を参照する。 

教材 

参考文献等 

参考書：老年看護学概論で使用したテキストおよび配付資料 

その他別途紹介する。 

成績評価 

基準・方法 

実習目標の達成度および出席状況，記録物の提出状況等を総合的に評価す

る。 

履修要件 老年看護学概論、老年看護学を修得していること 

留意事項 

その他 

本科目を履修していないと老年看護学実習Ⅱは履修できません。 

老年看護学概論の復習をして実習に臨むこと。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての高齢入院患者が多くを占めている病院での臨床経験を活

かして、高齢者の身体的・心理的・社会的特徴を踏まえた看護実践の実習指

導を行う。 

 


